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平成 17年２月報告書

散布時期 平成15年12月18日、城山川3㎞、大沢川2㎞、に水質改善剤150㎏を水に溶かし、約
50m間隔で散布した。（散布地点は1回目と同じ場所）

平成14年7月に第1回の散布を行い、一年間経過を見て報告書を作成したが、一年

後の再散布は行われなかった。その後半年を経過して、再散布を行う事となった。散
散布状態 布の途中、付近の人の話ではきれいになったような気がするとの事だったが、大沢

川に入ると冬でも少し異臭があった。半年間の間隔が開いての再散布だったのでそ
の影響があるかもしれない。

浄化結果 表１と図１に五反田橋測定地点における一般項目の年平均値を示した。
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上記の結果より水質改善剤の散布後、数値は下がっている。水質改善剤散布より一年経過し

た後数カ月後、数値の上昇が見られた。これは水質改善剤の有効期限がほぼ一年と言われて

いるので、その効果が失われたと考えられる。水質改善剤の再散布後も上昇は少し見られた

が、これは最初の散布の時も見られた現象である。その後は数値も下がり、年平均でも下降し

ているので効果は認められる。



概要

倉敷側用水路縁り高梁川を横断し船穂町に通じるサイフォン内の浄化を目的とし、
水質改善剤を散布しその後の状況を観察した。

散布日 平成14年2月14日

散布方法

倉敷側用水路にてサイフォン入口より上流１㎞区間に於いて、水質改善剤90㎏を水
に溶かし約100m間隔で散布した。

散布後の
状況

・上流部（倉敷市側） 散布前、用水路には藻が大量に発生していたが、脂質改善

剤散布後極端に少なく なった。これは窒素・隣などが減少し富栄養化が改善され

たためである。 また、用水路底面に堆積された汚泥が所々確認することができた

。

・下流部（船穂町側） 散布後サイフォン内の汚れが減少したことにより、サイフォンの

外輪がはっきりと見え

るほど透明度が上がった。 また、出口での魚類の増加が確認できた。この水生生

物の増加は水質改善剤の特 長でもある。



概要

岡山県津山市高野地区にあり、居住区地域を南北に流れる河川である。市・県営住
宅地の接する箇所を挟み、上流より下流に約1.5㎞、水量約2,500㎥の浄化を目的と

し、水質改善剤を散布し上・下流でそれぞれ透明度・pH・CODの変化を見た。

散布日 平成13年8月29日

散布方法 水質改善剤75㎏を水に溶かし約50m間隔で散布した。

散布後の

状況

採取地の間には市・県営住宅、一般住宅が多くあり生活排水が流入している。 しか

し1ヵ月程度の観測ではあるが、透明度・ｐH・CODともに上流に比べ下流側は水 質

改善されている事が確認できる。



概要

倉敷美観地区の南側より下流に約2㎞。水量27,000㎥の浄化を目的とし、水質改善
剤を散布し上・中・下流でそれぞれ透視度・ｐH・CODの変化を見た。

散布日 平成13年8月14日

散布方法 水質改善剤810ｇを水に溶かし約50m間隔で散布した。

下流に行くにつれ透視度は上がり、ｐHは中性に近づいている。

CODは中流箇所に高い値が観測されている。これは中流採取場所より約300m上流
散布後の に倉敷市の下水処理水の流入があるためと思われる。
状況 しかし、それらの負荷があってもCODの値は下流採取場所では改善されている。

また水質改善剤の散布前は藻の大量発生が見られていたが、約1ヵ月後は極端に
減少した。これは河川の富栄養化が改善されたためである。



概要

岡山県の西部、広島県境付近に位置する高屋川は井原鉄道子守唄の里高屋駅を
中心とした市街地の流末を受け、生活雑排水の流入に伴う富栄養化が進んでいる。
この下流に当たる滝山堰より上流に約1.5㎞区間の水質浄化を目的に水質改善剤
を 散布し透視度等の観測を行った。

散布日 平成15年10月30日
散布方法 水質改善剤230kgを水に溶かし約50m間隔で散布した。

散布後の
状況

散布後約半年で透視度は60㎝から100㎝以上に改善され、河床の汚泥が減少し、
臭 気も無くなった。また水質改善剤の散布前は藻の大量発生が見られていたが、
約半 年後は極端に減少した。これは河川の富栄養化が改善されたためである。


